
・第六次大野市総合計画後期基本計画との整合を図る（R7策定予定）
・第三期大野市環境基本計画との整合を図る（R7見直し）
・国の水循環基本計画（R6.8変更）の方向性を参考

・市民アンケートの結果を分析し、施策に反映

・水循環基本計画の計画期間は、令和3～12年度まで（10年間）
・毎年度ごとの点検・評価結果や社会状況の変化などに適切に対応するため、5年目に
なる令和7年度に中間評価を行い、第六次大野市総合計画後期基本計画との整合性を図
りつつ、市民や大野市水循環推進協議会などの意見を踏まえながら、施策と定量評価
（目標値）について評価を行い、必要に応じて計画の改善（見直し）を行う。
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・現行　　：設定年度（H22～R1）
・見直し案：設定年度（H26～R5）

・現行　　：１０９
・見直し案：１１２（既存の１０９施策に加え、市民アンケート・国の水循環基本計画
　　　　　　　　　（R6.8変更）を参考に、市が取り組んでいる３施策を追加）

・現行　　：基本施策１０９、施策群１５
・見直し案：基本施策１１２、施策群９

・現行　　：１２のKPIを設定。KPIに対して、１５の施策群を関連付け。
・見直し案：施策群に対するKPIを設定。KPIは、継続するもの、総合計画改訂に合わせ
　　　　　　新たに設定されるもの、それ以外のものの中から選定
　　　　　　１つの施策群に対して、１～３のKPIを設定。設定しない場合もある

・変更なし：基本方針３は現状維持
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①地下水位の計測・掲示に関する設問では、「掲示を知っている」と回答した人の割合
は70.6%。一方で約3割（28.4%）は「知らない」と回答。

②「掲示板で地下水位をお知らせすることが大切だと思うか」という設問では、「思
う」または「どちらかといえば思う」と回答した人の割合は計84.8%に達している。

③「どちらかといえば思わない」「思わない」とする否定的な回答も9.6%あり、その理
由については「日常生活に影響がない」「掲示を見る機会がない」といった意見

④今後重点的に進めるべき施策を問う設問では、「地下水や河川などの水質保全」「水
の安定的な供給と有効利用の促進」「洪水や地震などに備えた施設、組織の機能強化」
を選んだ人の割合が特に高くなっている。

市民ニーズの分析
・地下水位の計測・掲示については、今後も継続していくことが重要。また、掲示内容
の見やすさや関心を引く工夫、デジタル媒体での発信など、多様な情報提供手法の導入
も有効と考えられる。
・今後重点的に進めるべき施策として、生活に密接に関わる水資源の保全やインフラの
整備に高い関心を寄せていることがわかった。
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①代替性・多重性等による安定した水供給の確保
・水インフラの耐震化、早期復旧を実現する災害復旧手法の構築
・非常時における地下水等の代替水源としての有効活用

②施設等再編や官民連携による上下水道一体での最適で持続可能な上下水道への再構築
・上下水道施設等の広域化を推進するとともに、分散型システムを活用
・DX技術導入等によるメンテナンスの効率化を推進

③2050年カーボンニュートラル等に向けた地球温暖化対策の推進
・流域一体でのカーボンニュートラルに向けた取組の推進
・上下水道施設等施設配置の最適化による省エネルギー化
・森林の整備や保全による温室効果ガスの吸収源対策を推進

④健全な水循環に向けた流域総合水管理の展開
・AIやデジタル技術などを活用した流域総合水管理を、各流域の特性を踏まえ全国展開
・地方公共団体等における流域総合水管理を踏まえた流域水循環計画策定の推進

・上水道および下水道施設の再編・再構築　　　　　　　市民アンケート、②③
・デジタル技術を活用した水循環モニタリングの推進　　市民アンケート、④
・小水力発電の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　③
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基本方針 具体的施策 施策群 施策数

流域マネジメントの推進

森林・涵養 ① 9

農地・水資源保全 ② 9

河川環境の保全 ③ 14

上下水道整備 ④ 8

地域活性化 ⑤ 10

水循環に関わる人材の育
成と水文化の継承

水文化・教育 ⑥ 28

災害や気候変動、地下水
障害等への対応

防災・減災 ⑦ 10

カーボンニュートラル ⑧ 3

地下水保全 ⑨ 21

基本方針 具体的施策 施策群 施策数

流域マネジメン
トの推進

貯留・涵養機
能の維持・向
上

森林 ① 6

河川 ② 5

農地 ③ 6

水資源の適正
かつ有効な利
用の促進

適切な水利用 ④ 7

安定した水供給の確保 ⑤ 3

水辺空間の活用と適正管理 ⑥ 6

水のみえるまちづくり等の
推進

⑦ 3

公共用水域の水質保全 ⑧ 5

健全な水循環を通じた地域活性化の推進 ⑨ 8

水循環に関わる
人材の育成と水
文化の継承

健全な水循環に関する教育、人材育成及び
研究の推進

⑩ 12

水文化の保存と継承 ⑪ 13

新たな水文化の創出に向けて ⑫ 2

災害や気候変動、
地下水障害等へ
の対応

水災害等に対する防災・減災対策 ⑬ 11

気候変動が水循環に与える影響の調査研究
と適応策の検討

⑭ 4

地下水障害の防止と対策 ⑮ 18
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基本方針 具体的施策 KPI（案） 所管課

流域マネジメン
トの推進

森林・涵養
　森林整備面積（ha）
〇間伐材搬出材積（m3）
〇再造林面積（ha）

農業林業振興課

農地・水資源保全
　耕作地の適切な保全管理面積（ha）
〇担い手への集積率（%）
　水田湛水実施面積（ha）

農業林業振興課
環境・水循環課

河川環境の保全 〇河川水質の環境目標達成率（ＢＯＤ）（%） 環境・水循環課

上下水道整備
〇水洗化率（%）
〇基幹管路の耐震化率（%）

上下水道課

地域活性化
〇観光入込客数（万人）
〇創業者数（件）

観光交流課
産業政策課

水循環に関わる
人材の育成と水
文化の継承

水文化・教育
〇水の循環講座や出張授業等の受講者数（人）
　湧水地・名水（地下水）を「将来に残したい大野の誇りや象徴としての環
境」と考える市民の割合（%）

環境・水循環課

災害や気候変動、
地下水障害等へ
の対応

防災・減災関連
〇大野市総合防災マップ周知（件）
〇自主防災組織の活動（%）

防災防犯課

カーボンニュートラル 設定しない（大野市環境基本計画参照） 環境・水循環課

地下水保全
〇地下水質の水道法に定める飲料水水質適合基準との適合率（%）
地下水揚水量（m3）

環境・水循環課

〇　：第六次大野市総合計画　後期基本計画　成果指標（案） 　

青字：大野市水循環基本計画の現KPI 　 　
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大野市水循環
推進協議会

市民
アンケート

庁内事務

【連携機関】
大野市地下水
対策審議会

内容検討

R6年度
第1回
■

発送・回収・集計

■
庁議

★
改訂

※環境基本計画と
　同時に実施

R6上期取組状況の
報告
R7中間評価の説明

アンケート
　　内容の意見徴集
　　（書面）

R7年度
第1回
■

アンケート結果の説明
R3～R6施策の取組状況
および定量評価数値に
対する意見徴集

R7年度
第2回
■

施策、定量評価
目標値（素案）
の説明

R7年度
第3回
■

計画改定の説明

R6年度
第1回
■

R5年度報告
テトラ調査

R6年度
第2回
■

水循環基本計画の変更
テトラ調査

R7年度
第1回

■

水循環基本計画（意見聴取）
R6年度報告

R7年度
第2回

■

水循環基本計画（報告）
その他案件

■
部長会議 パブコメ

■
議会全協

各担当課との調整（基
本施策・KPI） ■

部局長等
連絡調整会議
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